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英語と他言語の学習における初年次学生の動機づけ:
パイロットスタデイー
Motivation of the first year students for studying English and other languages: A pilot study 
清水明子
Akiko SHIMIZU 
1.初めに
全学共通科目としての語学が導入される以
前、家政学部において 1・2年次の英語は一般
にgeneralEnglishと呼ばれる 4技能を総合的
に学ぶ「英語IJと「英語IJ、そして 2年次
以上の学生には文学を学ぶ「英語IIJ、学科ご
とに専攻分野に関連した内容を学ぶ「英語IVJ
が提供されていた。典型的な履修形式は 1年
次で「英語IJ、「英語IJ、初習外国語 1科目、
そして 2年次では「英語IIJあるいは「英語
IVJに登録するというものであった。実際、「英
語nIJは7コマ、「英語IVJは3学科(被服・
食物・生活美術)にそれぞれ 2コマずつ、計
6コマを毎年開講できるだけの履修者が存在
し、多くの学生が少なくとも 2年次までは何
らかの形で英語に触れる機会を持った。
そのような環境の下、 2007年の総合文化研
究所の共同研究において、筆者は全国の主な家
政系の学部における英語教育の位置づけを検証
した結果、英語教育を専攻分野の学習との密接
な関係の中で推進する ESP(English for 
Specific Purposes)が英語を専攻しない学生の
興味を高め、かっ語学力向上の有効な手立てで
あることを確認した。そして、「英語IVJをそ
の興味を語学学習に直接反映させられる形とし
て評価した (i青水.2007)。
全学共通科目への移行後は、家政学部生が
個々の興味に応じたテーマを専攻分野の研究と
結びつけた形で英語で学ぶ「英語IVJのよう
な授業はなくなり、科目内容にかかわらず常に
他学部の学生とともに学ぶ形式となった。さら
に、大多数が 1年次に卒業要件の 8単位を取
得し、 2年次以降履修可能な「ビジネス英語J
などを履修する学生はごく少数にとどまってい
る。このことから、家政学部生にとっては、以
前より語学の位置づけが相対的に低くなってい
ると察せられる。
専攻分野の異なる学生が共に学ぶクラスにお
いて、動機づけの要因とその変化という視点か
ら現在の学習環境について考察することによ
り、各学生のニーズに即したより効果的な教授
法を模索する資料としたい。
2.動機づけを検証する意義
DeciとRyanによる「内的動機づけ (intrinsic
motivation) Jと「外的動機づけ (extrinsic
motivation) J (Deci & Ryan， 1985)は第二言語習
得の研究において頻繁に引用される基礎的研究
である。「内的動機づけJは自己有能感や自己
決定感から知的好奇心など、内的報酬に基づく
自発的な動機づけを指す。一方、「外的動機づけJ
は、知的探究心が満たされる、取り組みの結果
が親や教師、友人などから賞賛されるなど、外
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部からの評価が動機に影響しているかを調べる
見方である。しかし、実際には、これら 2つ
の区分に明確に分離できるものではなく、さら
に、学習対象に対する興味や憧れ (Gardner，
1985)、学習から得られる結果への期待 (Keller，
1987)、他者とのコミュニケーションの意思(八
島， 2004)、第 2言語学習の場における理想の
自己 (Dornyei，2009)など、複雑な要素が絡み
合って学習への動機が形成される。
個々の学習者を特徴づける要因の内、適性や
学習スタイルが固定したものであるのに比べ、
動機づけは、学習ストラテジーとともに、教育
的介入により比較的容易に変容すると考えられ
ている (Guilloteaux& Dりrnyei，2008)。それは
動機づけの程度と変化が学習成果に大きく影響
し得ることを示し、よって動機づけを高めるこ
とができれば、学習環境の改善や学習方法の工
夫により学習成果をより高めることへの期待が
持てると考えられる (Mizuno& Takeuchi， 2008)。
大学という学習環境が、学生の専攻分野の学習
や日々の活動との関連の中でいかに動機づけに
影響を与え、英語学習への取り組みに変化をも
たらし得るか学年を追って調査・分析すること
で、各学生に対するよりきめ細かな学習指導へ
の示唆が得られると考えられる。科目選択の自
由度がおそらく高校とは格段に違うと思われる
大学という場で学び始めた段階で、学生が語学
にどのような向き合い方をしているか、そして
それぞれの学生がいかなる過程を経て自律的な
学習方法を模索していくか、個々の質問の集積
が全体像を浮かび上がらせるためには有効な手
立てであると考えられる。
3.調査の目的と方法
(1)目的
本研究は、所属の異なる 1年次学生へのア
ンケート調査を通して、他の外国語学習との関
連、所属学部別の意識の違いが存在するか否か、
またその具体的内容はどのようなものであるか
を検証することを目的とする。今回の調査は複
数年にわたる追跡調査の基礎調査であるが、大
学という新たな環境が学習への取り組みに早い
段階から何らかの影響を与えているかを検証す
ることを主たる目的とする。
(2)方法
筆者の担当する全学共通教育科目の「英語
IJを履修する学生のうち、レベル 1及び2
の 1年次学生に対して、前期終了時と後期終
了時の 2回アンケート調査を行い、そのいず
れにも回答した 57名について結果を分析した。
森永 (2009)による学習ストラテジーと学習
意欲の相関関係に関するアンケート調査による
と、成績下位の学生は教員による親しみやすい
雰聞気作りやユーモアに対する評価が高く、一
方、成績上位者は学習そのものにより焦点、を置
く傾向があることが見て取れる。「生徒の学習
を真剣に受け止める」、「学習のどんなことにつ
いても、いつでも快く学習相談にのることを伝
えるjの項目が上位群・中位群ではそれぞれ 1
位、 2位となっているが、下位群では 3位、 5
位に位置づけられている。調査対象がアカデミ
ックレベルの高い大学の学生であり、ストラテ
ジーの有効・無効の別なく上位と下位の聞にリ
ッカートスケールの平均値では大きな差は見ら
れなかったと森永は結論づけているが、全体に
学習意欲の高い学生の聞でも成績と動機づけの
関連が存在することがうかがえる。全学共通の
英語科目の内、 1年次配当の「英語IJ. i英語
IJは、入学時のプレイスメントテストにより
5段階に分けられる。習熟度の上位 2レベル
の学生は、所属学部に関係なく全般的に学習意
欲が高く、自律的な学習の態度がすでに身につ
いている。よって、英語に苦手意識の強い学生
より語学を学習全体の中で明確に位置づけ、そ
の生かし方について意識した学習を心掛けてい
ると推察できる。
第 1聞のアンケートでは、大学入学までの
語学の学習歴に続き、英語と英語以外の語学に
関する意識を問う質問を、リッカートスケール
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と自由記述を組み合わせることで多角的に分析
することを試みた。第 2回も、学習歴を問う
項目以外はすべて第 1回と同じ形式の質問を
し、数か月という短い期間ではあるが、大学と
いう場での学ぴを経験することで何らかの意識
変化が生じているかを検証した。
4.結果と考察
(1)大学入学以前の語学学習歴
半数以上が中学入学前から何らかの形で英語
を学んでいたと回答しているが、そのほとんど
は英会話スクールや塾に比較的短期間通った例
であり、趣味としてあるいは受験準備のためで
あったことがわかる。また、高校時代に英語以
外の言語を学んだという回答が 9例あったが、
そのうち 7例はテレビの語学講座を視聴して
の自習であった。このことから、海外での数年
の居住経験のある 2名を除いては、受験科目
の一部として英語を学ぶという、 EI本における
最も一般的と考えられる学習歴をたどってきた
と考えられる。
(2)英語の学習に対する動機づけとその変化
第 1聞のアンケートでは、英語の重要度を
その道具的側面から捉えている学生が多いこと
がうかがえる。前期の調査では、「かなりそう
思うjあるいは「ややそう思うJと回答した学
生が、就職活動に有利、外国に行くときに便利
という項目でそれぞれ85%を越え、情報収集
の幅が広がるという評価も 82%に上る。さら
に、大学での単位取得、そしてTOEIC・英語
検定などのテストで高得点を得ることにつなが
るとの項目でも 70%が同様に答えている。一
方、友人や親からの賞賛という外的動機づけに
ついては、いずれも学習の強い動機づけにはな
っていないことがわかる。専攻の学習へのプラ
スの影響や母語理解の深まりなど、大学におけ
る学習とより密接に関連した項目では評価が分
かれた。留学への興味も 40%弱の学生が示し
ているものの、それほどの関心を持たないと岡
答した学生もほぼ同数いた。
第2聞の調査では、全体として大きな変化
は見られなかった。しかし、一部の回答は、今
後の学習や生活経験によっては考え方の変化が
顕著になる可能性を示唆するものであった。た
とえば、外国に行った時に英語ができると便利
であるという項目では、「かなりそう思うJが
6減、「ややそう思うJが 7増となった。他方、
「大学の専攻分野の勉強に役立つからJに、「ど
ちらともいえない」との答えが8増となったが、
このうち 6は「あまりそう思わない」からの
移動である。
(3)英語以外の外国語の学習が与えた影響
調査対象のうち、英語以外の言語を履修して
いる学生が 8割の 46名に上る。通年科目であ
る英語と違い、「中国語J• rフランス語」・「ド
イツ語Jは半期で完結するため、前期のみの履
修や後期を待って履修開始をする学生も毎年わ
ずかであるが存在する。いずれにしても、卒業
要件に英語以外の言語の単位が必要な学部の学
生がクラスの大半を占めており、それらの学生
は1年次に英語と他言語を並行して学習する
環境にある。「他の外国語を学ぶことにより、
英語の意欲に変化はありましたか。」との問い
には、約 3割jの回答者が意欲の高まりを感じ
ている。しかし、 6割が「変化はないJと答え
ていることから、現時点では新しい言語の習得
が英語の学習に影響を与えるか、またどのよう
な影響であるか、学生により個人差があること
が見て取れる。
この質問に続き、外国語学習全体の中で、英
語と他の言語をそれぞれどのように捉えている
かを 8項目の聞いにまとめた。ここでは、英
語の必要性をより強く感じるようになったとの
回答が、「かなり j・「やや」の合計で 16から
28へと、約 4分の 1増えた。英語と他言語に
ついての好感や興味を比較する質問では、英語
か他言語かの別なく、比較的興味のある状態か
ら「どちらともいえない」への変化が少々見ら
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れた。語学学習全般について「意欲が高まったJ
あるいは「重要性をより強く感じるようになっ
た」という点は、前期から 65%以上がそのよ
うに感じており、その考え方は 2回目のアン
ケートでもほぼ維持されているo
(4)外国語学習における今後の展望
アンケートの最後に、大学卒業時の達成目標、
そして il0年後の理想の自分」がどのように
仕事や日々の生活に英語をはじめとする外国語
を生かしていると思うか、将来への展望を自由
に記述してもらい、学生自身の言葉による考え
方の変化を検証した。
英語に関しては、 iTOEICで人並みの点を取
りたいJ、iTOEICや仏語検定を受けたいJなど、
多くの学生が卒業時の目標としてTOEICに言
及していることから、所属学部の別なくこのテ
ストへの関心が高いことがうかがえる。さらに
850点から500点と幅があるものの、具体的目
標とする数値を示した者が46名中25名いるこ
とからも、 TOEICを将来の仕事に英語を生か
す手だての一部としたいという意思が感じられ
る。しかし、幼稚園教諭や栄養士といった語学
力を日常の業務で駆使することが比較的少ない
仕事に就くことを希望している学生は、英語を
新聞等のメディア情報を得ることや映画鑑賞な
どに役立つ程度に維持できればよい、あるいは
専門の文献を読める語学力を身につけたいな
ど、専攻分野とその後の生活を視野に置いた回
答をする傾向があった。
英語以外の言語については、中国語やフラン
ス語の検定の目標合格級を挙げる学生が約 3
分の lいたが、旅行業界や航空業界への就職
を希望する学生以外は、 3-4級といった比
較的容易に達成できる目標以上のものは、現時
点で描くに至っていないようである。
今後の調査において注視していきたいと思わ
れたのは、一部の学生の記述とその中に見られ
る変化の有無である。家政学部のある学生は、
第 1回目のアンケートで i(イタリア語とフラ
ンス語を学び始めて)その国にも興味を持つよ
うになった。フランス請の音楽や映画をみるよ
うになった。(英語は)2年次までに
TOEIC700点目標。」と、語学についての関心
を示してはいたものの、それらを具体的に含ん
だ自身の将来像についての記述はなかった。し
かし、第 2回では、 i(フランス語とイタリア
語を学んだことで)有名な海外プランドが多い
ことや、街でその言語をみつけると気づくこと
が多くJなり、その結果、専攻分野への「興味
が深まった。…外資系アパレルプランドに就職
したいoJと、語学学習が自身の考え方に与え
た影響の大きさを述べている。
また、幼少時にアメリカで数年の居住経験を
持つ国際学部の学生は、 2回のアンケートとも
親の持つTOEIC900点以上のスコアを出せる
ようになることを当面の目標としていること、
しかし英語はあくまで「道具の一部Jとして考
えていると一貫した立場から述べている。
5. まとめ
今回の調査では、全般的には、英語および他
の外国語を学ぶことの位置づけや語学学習に対
する考え方にそれほど目だった変化は見られな
かった。これは、 1年生ということから実際の
職場でどのように語学が使われているかについ
て情報を得たり、思考したりする機会がまだほ
とんどない環境に学生がいることの表れと考え
られる。しかし、自由記述では専攻分野と動機
づけに多少の関連もみられた。
i背水・松原による経済学部の卒業生に職場で
の英語使用の頻度と内容を問うた調査では、ド
キュメントの読解など、「読むJ活動がプレゼ
ンテーションやドキュメント作成よりも頻繁に
行われている一方、回答者の多くが今後の課題
として「聞くJ. i話すJを挙げていることが報
告されている(清水・松原， 2007)。今後専攻
分野の学習がより高度になり、就職など卒業後
の進路を意識する段階になって、また自身にと
っての「学習Jという概念が意味する範囲やレ
-30ー
英語と他言語の学習における初年次学生の動機づけ:パイロットスタデイー
ベルが変化し、結果現実的かつ明Ti{gな意識を育
てていくにつれて、語学への取り組み方もおの
ずと変わるものと予想される。
学部に関係なく、語学が専攻の学習や進路の
開拓に資するものであるとの認識をもたせるこ
とができれば、さらなる学習の相乗効果が期待
できるであろう。同時に、大学というさまざま
な興味と能力を持つ学生が集う場で、専攻から
抜け出てより広く学ぶきっかけを、在学中につ
かんでもらいたいとも考える。各学生の多様な
資質と目標に合ったきめ細かな指導が求められ
ていることを念頭に置き、常に最適な学習環境
を提供することを日々心掛けた教授法を今後も
模索し、研究を継続したい。
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の情意と動機ー研究と教育の視点j関西
大学出版局.
〈付属資料>r英語IJを履修する l年生へ
のアンケート結果(抄録)
1.高校卒業までの学習
1.英語を習い始めた時期
a. 中学へ入って初めて習った 25 
b.中学へ入る前から習っていた 32 
(うち 2名が帰国子女)
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b.の場合、学び始めた時期
小学校5・6年 10 小学校3・4年 9 
小学校1・2年 5 小学校入学以前 1 
その他(学年記載なし、帰国子女) 7 
2.学習の内容
a.主に学校の授業と受験のための勉強 40 
b.授業や受験に直接関係のない学習もしていた
(英会話スクール、テレビの語学講座など)
b.の場合、学習方法
英会話スクール
テレビ・ラジオ・新聞など
パーティー
ホームステイ
??
??
??
? ?
3英語以外の外国語の学習経験の有無
a.英語のみ 48 
b.英語以外の言語も学習した 9 
b.の場合、言語名(学習媒体とその内容)
コリア語(テレビー語学講座、 ドラマ) 3 
中国語(テレビー語学講座) 2 
イタリア語(テレビ一語学講座) 2 
スペイン語(テレビー語学講座) 2 
フランス話(高校の修学旅行事前指導) 2 
広東語(香港の学校に在学) 2 
17 
1.大学入学後
1.英語学習における動機
質問A:英語の学習をどのようにとらえてい
ますか。あなたにとっての重要度を答えてく
ださい。
1.まったくそう思わない
2.あまりそう思わない
3. どちらともいえない
4.ややそう思う
5.かなりそう思う
a卒業のために英語の単位が必要だから
b.英語という言語が好きだから
C. 英語圏の文化を知るため
d.英語ができると就職活動に有利だから
e. TOEIC、TOFし英検などのテストで高い
スコアを得るため
t将来、日常的に英語を使う仕事につきたい
から
g.英語圏に留学したいから
h.英語圏に住みたいから
i.外国に行くとき、英語ができるといろいろ
な面で役に立っから
j.英語のネイテイプスピーカーの友だちを作
りたいから
k ネイテイプスピーカーでない外国人の友だ
ちを作ることに役立つから
1.英語がわかると新聞、テレビ、ネットなど
から得る情報の幅が広がるから
瓜成績がよいと親にほめられるから
n.英語ができると、友達や周りの人に賞賛
されるから
O.英語を学ぶことで母国の言語や文化、社会
への理解がより深まるから
p.大学の専攻分野の勉強に役に立つから
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質問Aの回答内訳
英語と他言師の学潤における初年次学生の動機づけ:パイロットスタデイー
5 4 3 2 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
a 21 17 20 26 4 9 11 4 3 
b 16 15 19 18 16 14 6 9 。1 
c 14 10 17 22 19 19 6 4 
d 21 21 28 26 6 6 2 4 。。
e 17 20 24 22 11 6 5 8 。
12 10 13 12 15 14 1 16 6 5 
g 14 11 8 10 15 16 11 10 9 10 
h 9 5 8 12 12 14 17 16 11 10 
28 22 23 30 4 3 2 2 。。
10 9 19 12 14 19 11 9 3 4 
k 4 5 17 15 20 24 13 8 3 
17 14 30 31 5 9 3 2 2 
町1 1 10 17 21 11 16 22 9 6 
n 。2 4 8 22 14 18 23 13 10 
。5 8 24 28 22 16 5 5 
p 8 8 19 17 14 22 15 9 
質問B:その他、あなたにとって英語を学ぶ
のに重要な理由があったら、具体的に書いて
ください。
-街で外国人が困っていたら、英語で話かけ
て助けてあげたいから。
2.英語とその他の外国語について
(1)英語以外の外国語の学習
a.授業で履修しているもの
前期 後期
中国語 28 29 
フランス語 15 14 
コリア語 2 2 
ドイツ語 2 4 
イタリア語 2 2 
b.授業外(例:語学学校、サークル、テレビ
の語学講座など)で学習しているもの? ? ? ? ?
(2)英語以外の学習による学習意欲への影響
の有無
質問C:他の外国語も学ぶことにより、英語
の意欲に変化はありましたか。
a.意欲がかなり高まった 3 
b.意欲が少し高まった 12 
c.変化はない 27 
d.意欲が少し低下した 4 
e.意欲がかなり低下した 。
質問D:他の外国語も学ぶことにより、語学
の学習についての考え方に変化はありました
か。
1.まったくそう思わない
2.あまりそう思わない
3. どちらともいえない
4.ややそう思う
5.かなりそう思う
&英語の必要性をより強く感じるようになっ
た
b.英語が好きであることを、より強く感じる
ようになった
c. 自分にとって、英語よりも興味が持てる外
国語が他にあると感じるようになった
d.将来の自分にとって、英語よりも役に立つ
外国語が他にあると感じるようになった
e.英語だけでなく他の外国語もできると、就
職に有利であると思うようになった
t英語だけでなく他の外国語もできると、専
攻分野の勉強に役に立つと思うようになっ
た
g.語学学習全般について、意欲が高まった
h.語学学習全般について、重要性をより強く
感じるようになった
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質問Dの回答内訳
5 4 3 2 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
a 5 10 11 18 19 14 9 5 
b 6 8 10 7 16 22 12 9 2 2 
c 4 3 19 12 12 18 7 12 4 3 
d 2 6 2 21 22 15 18 3 4 
e 11 7 17 22 11 9 6 10 。
3 4 11 12 14 20 13 9 5 3 
g 12 9 18 20 10 15 4 2 2 2 
h 13 13 18 19 10 14 4 2 。
質問E:その他、英語以外の外国語を学ぶこ
とで「自分の意識や行動が変化した。」と思
われることがありましたら、具体的に書いて
ください。
く回答例>
・日本語以外の言語や文化を学ぶことに興味・
関心を持った0
.フランス語圏に留学したいと思うようにな
った0
・フランス語やイタリア語を学びその国に興
味を持つようになった。フランス語の音楽
や映画を見るようになった。
・ハングルを学ぶようになりその国の料理に
興味がわいた。
3.外国語学習における今後の展望
質問F:大学卒業時の自分は、外国語の習熟
度についてどのような目標を持っています
か。具体的に書いてください。(例:英語は
00テストでxx点のスコアを取得している。
中国語は00検定xx級に合格している。ド
イツ語で00ができるようになっている。)
く回答例〉
・英語で外国人から話しかけられたとき、困
らない程度必要最低限のことを聞き取り、
答えられるようになっている。
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-英字新聞や本を読めるようになっている0
・TOEIC(600 -900点台)
• TOEIC750 
• TOEIC 800 
• TOEIC900 
・英検準一級
-中国語で簡単な会話
.韓国語で簡単な会話
・仕事に活用できるように、スピーキングだ
けでなくライティングの技術も高めたい0
.仏語検定3級は取りたい。
・英語字幕なしで映画の半分が理解できるo
・ハングルは書けるように、日常会話
質問G: 10年後、社会人としての「理想の
自分Jは、英語や他の外国語を仕事や日々の
生活にどのように生かしていると思います
か。具体的に書いてください。
く回答例〉
・幼稚園教諭になりたい。絵本でも日本と海
外の物ではニュアンスがどう違っているか
感じ取りたい。
-仕事で使える(会話、資料を読む)
-栄養学専攻なので将来仕事で使うかどうか
わからない。しかし海外のニュースなどの
情報を英語で知りたい。
-海外生活に困らない程度の英語
・趣味として洋楽、洋画
・英語を仕事に使うこともよいが、英語を教
える立場もいいと思った、趣味として英語
を勉強していきたい。
-旅行業界に興味がある。添乗員などをした
い。視野を広げるため、海外のニュースを
読むことに他言語を使っていくと思う。
